
令和5年夏号 ホームだよりいなだいら 第１４５号

【経営理念】
■一人ひとりの生き方を大切にし、地域で安心して暮らせる時間と空間をつくります。
【経営方針】

■私たちは、ご利用者の人権を守ります。
■私たちは、ご利用者が安心して生活できるよう、心の通うサービスを目指します。
■私たちは、サービス向上を図り、開かれた経営を行います。

■私たちは、地域に根ざした運営に努めます。
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特養 柳原 フミヱ 様の作品「梅の哲学」
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ホームだより
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特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 伊 奈 平 苑
伊奈平苑高齢者在宅サービスセンター
伊 奈 平 苑 ケ ア プ ラ ン セ ン タ ー
伊奈平苑ホームヘルパーステーション
武蔵村山市西部地域包括支援センター

住所 東京都武蔵村山市伊奈平6丁目14番の2
電話 042-560-3916
URL http://www.inadairaen.com
mail info@inadairaen.com
編集・発行 社会福祉法人村山福祉会 編集係



令和4年度伊奈平苑事業実績報告
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令和4年度の事業実績報告および決算についてご報告いたします。
昨年度は、新型コロナウイルス感染症によるクラスターが特養で発生し、終息するまでに時間が
かかった為、稼働率に影響が出ました。引き続き感染症対策に取り組みながら、コロナ前の日常
を少しずつ取り戻していきたいと思います。

【事業別実績】

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

（令和5年3月31日現在）

入所者数
要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計
   2名    2名   33名   47名    21名 105名

利用状況
定員 月平均延利用者数 平均年齢

110名 3,189.1名 87.2歳

年合計利用者数

  40名
介護 711.1名

短期入所生活介護
介護予防短期入所生活介護

（ショートステイ）
利用状況

定員 月平均延利用者数 年合計利用者数
8名 183名 2,197名

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

8,533名
第一号通所事業 113.2名 1,359名

居宅介護支援
（ケアプラン作成）

利用状況

区分 月平均作成件数 年合計作成件数

通所介護
第一号通所事業
（デイサービス）

利用状況
定員 区分 月平均延利用者数

介護 146.7件 1,761件

介護予防（委託） 0件 0件

訪問介護
第一号訪問事業

（ホームヘルパー）

利用状況

区分 月平均延利用者数 月平均派遣時間 年合計派遣時間

介護 1,090.8名 968.1時間 11,616時間

第一号訪問事業 197.7名 146.3時間 1,755時間

【決算報告】

流動資産 704,709 流動負債 44,773
固定資産 2,373,808 固定負債 43,306

負債の部合計 88,080
基本金 377,536
国庫補助金等特別積立金 783,925
その他の積立金 623,708
次期繰越活動収支差額 1,205,267
純資産の部合計 2,990,437

資産の部合計 3,078,518 負債及び純資産の部合計 3,078,518

勘定科目 決算額 勘定科目 決算額
サービス活動収益 772,569 事業活動収入 780,191
サービス活動費用 769,785 事業活動支出 730,343
サービス活動増減差額 2,784 事業活動資金収支差額 49,848
サービス活動外収益 9,817 施設整備等収入 5,185
サービス活動外費用 1,158 施設整備等支出 19,542
サービス活動外増減差額 8,659 施設整備等資金収支差額 △ 14,357
経常増減差額 11,444 その他の活動収入 98,944
特別収益 7,964 その他の活動支出 87,647
特別費用 7,964 その他の活動資金収支差額 11,297
特別増減差額 0 当期資金収支差額合計 46,787
当期活動増減差額 11,444 前期末支払資金残高 639,591
前期繰越活動増減差額 1,179,781 当期末支払資金残高 686,379
当期未繰越活動増減差額 1,191,226
その他の積立金取崩額 18,650
その他の積立金積立額 4,609
次期繰越活動増減差額 1,205,267

令和4年4月1日～令和5年3月31日（単位：千円） 令和4年4月1日～令和5年3月31日（単位：千円）

法人合計貸借対照表　

令和5年3月31日現在（単位：千円）
資産の部 負債の部

事業活動計算書 資金収支計算書
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6月17日に、市内地区会館にて認知症の方や
そのご家族、認知症に関心のある方が気軽に
「ちょこっと、ふらっと」立ち寄れる「ちょこふらカフェ」を
開催しました。
今回は落語家や漫才師の方にお越しいただき、
消費者被害を題材に演目を行っていただきました。

演目後は、
それぞれの
ご近況や
意見交換を
行い、
盛況の中、
幕を閉じま
した。

消費者被害に関係し
た演目は、
楽しく学びがあると
大いに盛り上がりま
した。

今回はいつも以上に
多くの方にご来場いただき、
非常に活気ある場となりました。



7月にはかき氷を食べました。
七夕と同様、夏の風物詩です。

海鮮丼を食べた時
の写真です。
おいしそうですね。 ホールにて、七夕飾りを今年も飾りま

した。
短冊にそれぞれお願い事を書いて、
つるしていただきました。
健康長寿、世界平和など様々なことが
書かれています。

書道クラブの
ご様子です。
夏らしいことを
書いていらっ
しゃいますね。

アジサイとのツーショットです。
時節に合わせたお花で
季節を感じていただいております。
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熱
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電気点検と併せて、
有事の備えとして
停電対応訓練を行
いました。
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